
第 17回環境情報科学センター賞

＜学術論文奨励賞＞

受 賞 者：大石 卓史 氏（近畿大学農学部農業生産科学科）

対象業績：生物多様性に配慮した農業のステークホルダー分析と推進方策に関する
一連の研究

【選考理由】

受賞者は，本研究において，環境保全型農業，特に，生物多様性の保全に配慮した農業に

ついて，生産者，行政，消費者といった多様な関係者間での連携状況に視点をあて，それぞ

れの立場の者を被験者として一貫した調査研究を展開している。対象者が一側面で分析され

ることがほとんどのこうした研究において，関係者間での連携状況に視点をあてたことは先

見性に秀で，また分析から示されている知見は社会的有用性の高いものである。

とくに，本研究における生物多様性の保全のための農業の推進に果たす自治体の役割につ

いての研究は，これまでほとんど限られたものしかなく，受賞者の研究は先駆的研究である

といえる。また，受賞者は，その推進に関する自治体側の課題に対して適切な体制構築等の

具体的方策についても論じており，さらに，都市住民の生物多様性の保全に配慮した農業の

取り組みを支持する層の役割の重要性についても解析している。それらの重要な成果が，当

センターの論文集や専門学術誌に掲載されていることは評価に値する。

以上の理由から，本研究は環境情報科学センター賞の学術論文奨励賞として十分値するも

のと判断する。
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